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且。 はじめに  

LallClleSter賞は1954年に米国0Il．学会が設立した  

表彰部門である。質の趣旨によれば、各年においてオ  

ペレーションズ・リサーチに最も貢献した英文論文に  

送ると定められている。本礪の著者5名は、1992年度  

のLanchester質の表彰委月食（ClydeL．Mollllla（委  

局長）、JohllBartholdi、Rol）Crt・Cooper、E（lward  

Kaplall、MicllaelTodd、DavidYaoの各氏）より、  

この賞を授与された。受賞対象は、これら5名によって  

番かれた11本の給文辞【13、4，5，6、7，8，9，14、10，11，  

12】であり、この礪では、これらの論文の概略と、それ  

らが果たした役翻について述べる。  

パスと呼ばれるパスに関する研究であった。t13】では級  

形計画問題の主問題、双対問題それぞれに存在するセン  

ターパスに関する性質を示し、さらにより一般的な憩形  

相補牲問題に対しても解析を行なっている。そしてこれ  

らの研究の藩聴から、Newton法を用いた初の多項式時  

間の解法がRenegar【15】によって後家きれた。  

【15】以降、いくつかの新しレ†多項式時間の内点接が線  

案きれたが、それらは立間題、双対問題の一方の実行可  

能領域に点列を生成するアルゴリズムであった。【4】で  

は、【13】で与えられた主双対内点法の枠組を用いて、両  

者の実行可能領域に点列を生成する解法（主双対内点  

法）を初めて提案し、さらに（ii）の牲質を持つことを示  

した。  

【5】は、t4】によって構築された主双対内点韓の枠組を  

半正定借行列を伴う線形相補性問題に拡張した論文であ  

る。2次凸計画問題を含む広い問題群に内点法を適用可  

能にしたことに加え、計算複雑度もさらに改良され現在  
最も良いとされている0（、声エ）（几は変数の致、エは  

問題のサイズを表す）の反復で解が得られることが示さ  

れている。  

【4】，【5】のアルゴリズムは共にパス追跡法と呼ばれる  

解法の1つであり、一般にステップ帽を大きくとること  

が難しい解法である。一方、内点法に関する計算実験の  

経験からは、実用上の高速性はステップ帽を大きくとる  

ことと相関がある。理絵的な性質を損なわずに、なるべ  

く大きなステップ帽を選択できるアルゴリズムを提案す  

ることには意義がある。この設題に対する1つの考え方  

は、Ⅸarmarkar法のようにポテンシャル関数を利用し  

て、点列を生成させる酔客領域を広くすることである。  

【6】では0（、斥エ）の反復回数内で餅を得る性質を持つ線  

形相補牲問題に対するポテンシャル関数減少法が初めて  

提案きれている。   

パス追跡法とポテンシャル関数放少法は一見全く異  

なる解法に見えるが、解析の手法には多くの共通点があ  

る。【7】では、線形相補性問題に対象を放り、この2っ  

の解法を包括する統一的なアプローチを投註し、一貫し  

た解析を行なっている。   

しかし主双対内点法の理給を英際に応用したコード  

では、パス追跡法、ポテンシャル関数法のどちらでもな  

望。各論文の概要   

1994年にⅨ孔rl11arkar【3】が提案した線形計画問題に  

対する解法は主に以‾Fの3点において多くの注目を集め  

た。   

（五）線形計画問題が与える実行可能領域の内部（正確に  

は、すべての不等式制約を等号ではなく強く満たし  

ている領域）に点列を生成する。   

（五五）シンプレックス法に対してはこれまで示すことがで  

きなかった、多項式時間で解を求める解法である。   

（五五り払mla∫kar自身が行なった計算機実験では超大規  

模な問題でも短時間で解けるという結果を得てい  

る。   

Karl11arkarのアルゴリズムは、特殊な楷遺を持つ問題  

を対象とし、特殊な射影変換を必要とするため、当初は  

この特殊性により（ii）と（iii）が得られるのではないかと  

も考えられていた。一一方、【2ト【1ト【呵などの拾文で  

は、New†．0ユl法や、あるいは障壁関数法といった、数理  

計画の分野で良く知られた方法を用いて（i）の性質を満  

たす解法を腹案し、Ⅸ礼rkarka．ー法との関連性を指摘し  

ている。このような既存の手法を用いても（ii）の性質を  

持つ解法が構築できることを尊くための1つの拳縫と  

なったのは、障壁関数と強いつながりを持つ、センター  
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い、より単純かつ大きなステップ幅を川いた解法が用い  

られている。【8】と【9】は、これらの解法に理論的な解  

析を行なっている。また、【叫では．ヨ三双対内点法の途上  

で生成される近似最適解から最適基底を算山する有効な  

方法が提案されている。   

以」二は線形性を持つ問題を対象とした論文であるが、  

土塀対内点法を非線形の場合に対して－・一般化した研究  

も隼なわれている。【叫は【13】の結果をある種の非線  

形棚補性問題に拡張したものであり、【11】は【10】で扱  

われた問題のクラスをより大きく拡張した論文である。  

【12】では単調相補性問題に対して主双対内点法を応用し  

たパス追跡法が提案され、その大局的、漸近的収束性に  

ついても議論されている。  
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